
　
「
悪あ
く

疫え
き

流
行
」
と
か
「
疫え
き

癘れ
い

」

の
名
は
、
消
化
器
の
流
行
病
の
総

称
で
、
高
熱
と
激
し
い
下
痢
を
伴

う
「
腸
チ
フ
ス
」
や
「
赤
痢
」
な

ど
の
血
便
を
排
泄
す
る
も
の
に
は

「
傷

し
ょ
う

寒か
ん

」
の
名
を
付
し
て
い
ま
す
。

　
文
政
５
（
１
８
２
２
）
年
、
こ

の
年
は
じ
め
て
「
虎こ

列れ

刺ら

」
の
病

名
が
村
山
郡
に
登
場
し
ま
す
が
、

粥
状
の
便
と
脱
水
症
状
が
主
な
特

徴
で
、
死
亡
率
が
高
く
、
後
の
医

学
文
献
で
は
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
の

発
生
は
、
朝
鮮
半
島
よ
り
対
馬
・

長
州
・
山
陽
道
を
経
て
大
阪
・
京

都
・
東
海
道
を
伝
播
し
、
激
症
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
州
で
は
「
鉄て

っ
ぽ
う炮
」、
広
島
で
は

「
コ
ロ
リ
」、
大
阪
で
は
「
三
日
コ

ロ
リ
」の
名
が
つ
い
た
程
で
し
た
。

　
天
保
５（
１
８
３
４
）年
に
は
、

秋
田
で
大
流
行
し
、
発
症
者
５
万

３
０
０
０
人
、
村
山
郡
谷
地
で
は

５
０
０
～
６
０
０
人
の
死
者
が
出

た
と
あ
り
ま
す
（「
河
北
町
史
」）。

　
記
録
上
「
疫
病
」
で
あ
る
も
の

の
、
死
者
の
数
か
ら
み
て
コ
レ
ラ

を
疑
わ
せ
る
資
料
は
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
本
町
の
場
合
は
、
町
内
の
墓
地

を
調
査
し
た
結
果
、
同
年
に
亡
く

な
っ
た
童
子
・
童
女
は
コ
レ
ラ
病

に
感
染
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
幕
末
に
至
っ
て
、
嘉
永
３
（
１

８
５
０
）
年
、同
５
（
１
８
５
２
）

年
の
大
流
行
で
は
、
酒
田
に
３
０

０
０
人
も
の
死
者
が
出
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
（「
酒
田
市
史
」）。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
量
の
罹
患
者

が
あ
り
、
死
者
も
多
い
こ
の
疫
病

に
対
し
、
幕
府
は
安
政
４
年
９
月

「
コ
レ
ラ
防
疫
指
針
」
を
作
成
し
、

全
国
に
配
布
。
防
疫
に
努
め
ま
し

た
（「
東
村
山
郡
史
」
続
編
巻
１　

大
正
１２
年
刊
）。

【
用
語
の
説
明
】

コ
レ
ラ
…
コ
レ
ラ
毒
素
を
産
生
す

る
コ
レ
ラ
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
急

性
胃
腸
炎
。
菌
に
汚
染
さ
れ
た
水

や
加
熱
不
十
分
な
魚
介
類
の
飲
食

に
よ
り
感
染
す
る
。
現
在
で
は
、

海
外
旅
行
で
か
か
っ
て
く
る
人
が

大
部
分
で
あ
る
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻
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１１
月
１４
日
・
１５
日
に
山
形
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ（
山
形
市
）で
開
催
さ
れ
た「
や

ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
に
、

「
シ
ニ
ア
る
ん
る
ん
貯
筋
体
操
」
教
室

有
志
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
中
山
町
で
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
と
し
て
、
同
教
室
で
実
際
に
踊
っ

て
お
り
、
参
加
者
に
も
人
気
の
「
長
生

き
サ
ン
バ
」
を
披
露
。
サ
ン
バ
の
曲
調

に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か

し
、
日
頃
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

楽
し
く
踊
っ
て
介
護
予
防
！

ス
テ
ー
ジ
で
介
護
予
防
事
業
を
発
表「長生きサンバ」を披露する「シニアるんるん貯筋体

操」教室参加者の皆さん。訪れた人たちも興味深そ
うに見入っていました。

　
会
場
に
訪
れ
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
予
防
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
っ
た
明
る
く
華
や
か
な
雰
囲
気
に
興

味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
健
康
な
高
齢
者
で
も
、
介
護
が
必
要

な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
の
う
ち

か
ら
予
防
策
を
講
じ
、
日
々
の
生
活
に

必
要
な
健
康
・
身
体
機
能
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
の
う
ち
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
を

心
が
け
、将
来
の
た
め
、計
画
的
に“
貯

筋
”
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

祝 
中
山
中
学
校
創
立
５０
周
年

吹奏楽部による賑やかな演奏も披露されました。 ５０周年の節目の式典に、生徒たちの表情も真剣です。

生徒を代表して慶びの言葉を述べる
工藤陸くん（３年生）

　
１１
月
８
日
、
町
立
中
山
中
学

校
の
創
立
５０
周
年
記
念
式
典
が

同
校
体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
、

佐
藤
町
長
、
斎
藤
議
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
客
や
在
校
生
、

学
校
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
を
代
表
し

て
工
藤
陸
く
ん
（
３
年
生
）
が

「
中
山
中
学
校
創
立
５０
周
年
の

節
目
と
、
多
く
の
先
輩
方
が
学

ん
だ
校
舎
か
ら
新
校
舎
へ
の
移

行
の
年
に
立
ち
会
え
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。
中
山
中
学
校
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
在
校

生
一
同
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た

い
」
と
慶
び
の
言
葉
を
述
べ
、

会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
５０
年
前
の
中
山
中
学
校
創
立

当
初
は
、
長
崎
中
学
校
を
東
校

舎
、
豊
田
中
学
校
を
西
校
舎
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、
現
在
の

校
舎
は
昭
和
４５
年
に
完
成
し
た

も
の
で
す
。

　
完
成
か
ら
４６
年
。
多
く
の
卒

業
生
が
こ
の
校
舎
で
学
び
、
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
校
舎

で
す
が
、
老
朽
化
に
伴
い
安
全

面
な
ど
で
現
在
の
基
準
と
合
致

し
な
い
部
分
が
現
れ
始
め
た
た

め
、
生
徒
た
ち
が
安
全
で
快
適

な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
校
舎
改
築
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
新
校
舎
の
建

設
工
事
は
昨
年

７
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、

１２
月
中
に
完

成
、
来
年
１
月

よ
り
新
校
舎
で

の
生
活
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
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